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４月２５日（月）５，６限

に、清流の国ぎふ防災・減災セ

ンターの村岡治道先生を講師に

お招きして防災講話を行いまし

た。コロナ感染症予防のため、

初めて聞く１年生を体育館で、

昨年度聞いている 2，3年生は

オンラインで教室にて参加しまし

た。村岡先生からは、地震が起き

たときに大事なのは、５秒で自分

の命を守れる場所に動くことであ

り、日頃から地震が起きた時にど

こへ逃げるのが一番安全かを考

えておくべきだということを教

えていただきました。講話の後

には、自宅の危険場所チェック

や校内の掃除場所や部室に行

き、危険箇所をチェックし、そ

れに対する対策の立案をしまし

た。最後に、クラスでグループに

分かれて振り返りを行いました。

今回学んだことを急に起こる災害

時に活かせるよう、今後も継続し

て防災の意識を持ち続けていきま

しょう。ご家庭でも防災に関する

話をしてほしいと思います。 

 

 
４月２８日（木）７限に 1，

2年生を対象として、中京学院

大学の小栗まさこ先生を講師に

お招きして「中津高生が考える

SDGs」講演会を行いました。

本校では、一昨年度から総合的

な探究の時間等を活用し、

SDGsに関する取り組みを行っ

てきました。今回の講話は、

そのキックオフミーティング

の位置づけで行われました。

東濃地区の非常食の備蓄状況

や課題を通して、自然災害時

における食について考える機

会となりました。 

 

 
 ５月６日（金）午後

からオンラインにて

生徒総会を開催しま

した。生徒総会では、

生徒会費の決算と予

算の報告と、令和４年

度の生徒会方針につ

いて説明がありまし

た。その後、各委員会

から今年度の活動方針が説明されました。そして最後に、６月に開催

される学校祭「旭陵祭」に関してテーマと方針が発表されました。今

年度のテーマは、制約の多いコロナ禍であっても楽しんで爽やかな学

校祭にしようという想いを込め

て『爽～青春を楽しめ～』に決定

しました。今年度も、旭陵祭だけ

でなく、日常においても生徒会

と委員会が協力してできること

を積極的に行っていきます。 

 

 
 生徒総会の後、旭陵祭の

体育の部の軍団別集会が

行われました。今年度も、

新型コロナ感染症予防に

配慮しながら、できる種目

を体育委員会が中心とな

って行います。今回は、紅・

蒼・橙の３軍に分かれて、

軍リーダーに立候補した生

徒の所信表明と、軍をイメージするパネルを作成するクリエーター立

候補者の紹介が行われました。コロナ禍であるため、中津高校伝統の

応援合戦は今年度も行うことができません。軍リーダーは従来の応援

団に代わる立場です。団を

まとめ、盛り上げることは

もちろんですが、裏方とし

て陰から支えたり、他の生

徒の模範となるよう取り

組んでくれることと思い

ます。中津高校の良き伝統

を絶やすことなく引き継

いでいきましょう。 

体育館の１年生の様子 

教室の２，３年生の様子 

掃除場所の危険箇所チェック 

手帳にメモを取りながら参加しました 

オンライン中継会場の様子 

旭陵祭テーマ 

爽～青春を楽しめ～ 

出番を待つ各委員会の委員長の生徒 

意気込みを語る軍リーダー 

感染予防のため外でも行いました 


